
松原　新しい年を迎えました。今年もよろしく
お願いします。さて、昨年も新型コロナウイル
ス感染症との戦いが続いた一年となりました。
一年の延期を経て観客の削減や無観客で開催
された東京2020オリンピック・パラリンピック
競技大会（以下「東京2020大会」）は、静岡県に
ゆかりのある選手の活躍が、県民に大きな喜び
を運んでくれましたね。

知事　昨年はコロナ禍の一年でしたが、医療従
事者をはじめ、県民の皆さまには、感染防止に絶
大なご協力をいただき、深く感謝しております。第
５波の感染拡大は危機的で、昨年８月に県内の一
日の新規感染者数が700人近くに達し、緊急事
態措置が実施される事態になりました。我慢の
日々が続きましたが、県民の皆さま、特に医療従
事者のご努力によって、危機を脱しました。ワクチ
ンの接種も普及し、明るい
兆しも見えています。

　昨年は他に県内で忘れ
られない３つの大きな出来
事がありました。1つ目は一
年延期された東京2020大
会です。ロード、トラック、マ
ウンテンバイクの自転車競
技が県内で開催され、オリ
ンピックは有観客での開催
となり、本県ゆかりのオリ・
パラ選手が金メダル11個
を含む延べ25個のメダルを獲得するなど、希望
と活力を与えてくれました。金メダルを獲得した
選手には県民栄誉賞を贈呈しました。

　２つ目は、熱海市伊豆山の土石流災害です。
盛り土が崩れ、26人の方が犠牲になりました。
ご冥福をお祈りします。１人の方はいまだ行方不
明です。家や仕事場を奪われた避難者が一時は
500人以上になりました。土石流災害はコロナ禍
で起こり、避難者にワクチンを優先接種するな
ど、複合災害の対応を求められました。

　3つ目は、南アルプスのリニア工事で不安が払
拭できない「水」の問題です。南アルプスの自然環
境と大井川の水は命の源であり、生活・経済活動
に欠かせません。昨年の知事選で私は「南アルプ
ストンネル工事で、一度県外に流出した水は戻ら

ず、生態系はダメージを受け、トンネル残土の膨大
な盛り土は崩壊する危険性がある」と訴えました。
南アルプスの自然環境と命の水は守るという県民
の意思がはっきりと示された選挙になりました。

松原　新型コロナウイルス感染症は依然として
油断できない状況が続き、ワクチン接種が進ん
でいるものの、県民の皆さんはいまだ不安を感
じています。また南海トラフ巨大地震や集中豪
雨なども懸念されています。県民の安全安心を
守る取り組みをお聞かせください。

知事　県民の命を守る危機管理は最優先で
す。これまでは地震・津波・風水害などの防災が
中心でしたが、感染症に備える防疫が加わり、こ
れからは防災・防疫が本県の危機管理の二本

柱になります。

　防災については、防災先進県として、令
和4年度を最終年度とする「地震・津波対
策アクションプログラム2013」の総仕上
げに向けて、南海トラフ地震による想定犠
牲者ゼロ、豪雨災害への対策強化を目指
し、防潮堤の整備や防災訓練の実施など
の対策を進めます。

　また、熱海市伊豆山の土石流災害を教訓
として、二度と類似の災害が起こらないよう
に県内の盛り土の危険箇所を徹底調査し、
本年度中に盛り土に特化した実効性のある

条例を設け、届け出制から許可制に変更し、地方
自治法で条例に認められた最も重い罰則「二年以
下の懲役、百万円以下の罰金」を盛り込みます。

　防疫については、最後の砦は医療提供体制で
す。病床の確保はほぼ目途がつき、変異株検査に
ついても、県環境衛生科学研究所と三島市の国
立遺伝学研究所と連携した検査体制を整えまし
た。また、県独自で感染症に専門に対応する拠点
の設置と人材の育成に乗り出します。

松原　経済への影響も非常に大きなものがあ
りました。地域主導型の経済政策についてお話

しいただけますか。

知事　本県の経済政策「フジノミクス」は、富める
者が富めば自然に富が浸透するトリクルダウンを
期待した新自由主義でも、上から富の再分配を図
る新しい資本主義でもなく、県民の皆さまに自由
に経済活動をしていただきながら、域内に新しい
物流を起こし、生産と消費の新しい循環を創出す
る取り組みです。フジノミクスは新結合、イノベー
ション（革新）、サーキュラーフロー（物の循環）な
どをフルに活用していますが、経済学者シュン
ペーターの「経済発展の理論」によっています。
一例では、地元の食材などを東京経由ではなく、
域内で還流する「バイ・シズオカ」、それを山梨県
に広める「バイ・ふじのくに」、さらに長野・新潟に
拡大する「バイ・山の洲」がそれです。生産者を喜
ばせ、消費者も幸せになるという利他と自利を一
体にする政策でもあります。山の洲での生活空間
は東京よりも広いので「生活空間倍増」を実現し
ながら、移住を促進し、個人消費を伸ばし、県民の
幸せ感を高めます。

松原　その取り組みを進める上でも、中部横断
自動車道の静岡－山梨間全線開通は大きな出
来事ですね。

知事　静岡県と山梨県にとって中部横断自動
車道は悲願でした。本県の医薬品・医療機器生
産金額が十年連続全国一の実績と、山梨県の
メディカル・デバイス・コリドー政策とを結びつけ、
さらに静岡・山梨両県民の健康寿命が世界トッ
プクラスという地域特性を生かし、ヘルスとウェ
ルスを結合させた「医療健康産業」をリーディン
グ産業に育てあげます。また、食材の豊かな両
県、さらに山の洲の4県の食文化（ガストロノ
ミー）と広域観光を結合した「ガストロノミーツー

リズム」を推進します。中長期的には、美しい環
境を守るためにCO₂を出さないものづくりを推
進します。多様性の和である富士山の「和（結
合）」のイメージを経済政策に落とし込んだ取り
組みなので、フジノミクスと称しています。

松原　東京2020大会での盛り上がりをレガ
シーとしてどう残していくか、県の取り組みをお
聞かせください。

知事　レガシーが本県で根付いたのはラグビー
ワールドカップ2019の「静岡ショック」でした。本
県で開催された東京2020大会自転車競技もレガ
シーにしていきます。サイクルスポーツの聖地を目
指す本県にとって、太平洋岸自転車道がナショナ
ルサイクルルートに指定されたのは追い風です。

松原　国際大会の誘致も期待できそうですね。

知事　ラグビーワールドカップ2019と東京2020
大会の成功、またサッカー、野球、卓球などスポー
ツが盛んなことを背景に、「スポーツコミッション推
進本部」を立ち上げます。オリンピック憲章は「オ
リンピズムは、スポーツを文化、教育と融合させ、
生き方の創造を探求するもの」と定めており、
2012年のロンドン大会で文化プログラム「カル
チュラル・オリンピアード」が成功したことに倣い、
本県独自の文化プログラムを実施し、それをレガ
シーにするために昨年「アーツカウンシル」を設置
しました。静岡をスポーツの聖地、文化芸術の花
咲く地域として、官民一体となって、文化とスポー
ツの新たなレガシーを築きます。

松原　今年は県の新たな総合計画が策定され
ます。県の将来像について、またコロナ禍で迅
速な対応が求められるデジタル化の推進につ

いて、取り組みをお聞かせください。

知事　2018年から2027年までの10年間を計
画期間とする「静岡県の新ビジョン」は、前半の
4年間の基本計画が今年3月で終了します。後
半の残り6年間の計画を4年間に前倒しで完遂
することを目指し、富国有徳の美しい“ふじのく
に”づくりの総仕上げの道筋を明確にします。

　新型コロナ危機によって分散型国土の形成が
求められています。過密の大都市から地方が活
躍する時代への転換点です。岸田総理の「デジ
タル田園都市国家構想」に注目しています。デジ
タル環境を整備すれば、豊かな自然の中でも仕
事ができます。社会の各分野でのデジタル化を
推進し、「デジタル田園都市」のスーパー特区
（仮称）の指定を目指し、働きやすく暮らしやすい
地域社会を実現します。

松原　浜松市と静岡市、二つの政令指定都市と
の関係はどうなっていきますか。

知事　浜松市長が「しずおか型特別自治市」を
目指すと宣言しました。市長の意向を実現する
ため、県庁の分庁化の検討を始めました。浜
松・静岡の両政令市の自治権を尊重しつつ、両
市に属さない地域の振興を図るために分庁化
を進め、そこを拠点に県土の均衡ある発展につ

なげる構想です。

　全世界の中でSDGsのモデルになり得る国は
日本です。日本各地の代表になり得るのが本県
です。静岡で売れる商品は全国で売れ、日本の
シンボル富士山や美しい海、川があり、日本の縮
図と称されます。SDGsのモデルになり得る県と
いう自覚のもとに、脱炭素社会に向けた自然環
境保護と経済との両立を図りながら、県内の地
域特性を生かした県土づくりを進めます。

松原　ありがとうございます。最後に県民の皆
さまへのメッセージをお願いします。

知事　私たちの暮らしに水はなくてはなりません。
富士山に降る白雪は、溶けて清らかな水となって、
県土の豊かな食や産業、文化や暮らしを支えてい
ます。富士山の雪は水の循環のシンボルです。水
の大切さへの思いを新たにしたいものです。

　環境と経済、県民同士、お互いに支え合い、県
民が皆幸福になる“ふじのくに”づくりを目指して
尽力してまいります。皆さまのご健勝とご多幸を
祈ります。
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スポーツの聖地、
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互いに支え合う
「県民幸福度の最大化」を目指して

　令和３年７月３日に熱海市で発生した土石流災害から、１月３日で半年となります。改めて、被害に遭われた方々にお見舞い申し上げます。
また、亡くなられた方のご冥福をお祈りするとともに、ご家族の皆さまに心からお悔やみ申し上げます。
　被災地での救出救助活動には、県外の警察、消防、自衛隊から、多くの隊員を派遣していただきました。また、県内外から多数のボランティアに
ご協力いただくとともに、国内外から多くの義援金をいただきました。皆さまのご支援に厚くお礼申し上げます。
　県は、生活再建支援をはじめとした被災者支援活動を継続するとともに、国や市と連携した災害復旧のさらなる進捗を図り、被災地の一
日も早い復旧・復興に引き続き努めてまいります。

•北海道警察　•宮城県警察　•福島県警察　•警視庁　　　•栃木県警察　•群馬県警察　　•埼玉県警察　•千葉県警察　•神奈川県警察
•新潟県警察　•山梨県警察　•長野県警察　•富山県警察　•石川県警察　•福井県警察　　•岐阜県警察　•愛知県警察　•三重県警察
•滋賀県警察　•京都府警察　•大阪府警察　•兵庫県警察　•奈良県警察　•和歌山県警察　•岡山県警察　•広島県警察　•山口県警察 

◆警察（県外災害派遣隊）：延べ約4400人

熱海市土石流災害から半年を迎えて

◆義援金：5億73万3964円※静岡県にお寄せいただいた金額　※令和３年12月6日時点◆ボランティア：個人 延べ1228人、団体 延べ約30団体　※令和３年11月末時点

•茨城県大隊　•栃木県大隊　•群馬県大隊　•東京都大隊　•神奈川県大隊　•山梨県大隊　•長野県大隊　•岐阜県大隊　•愛知県大隊 

•第34普通科連隊　    •第１戦車大隊　　•第１師団司令部　　•第１師団司令部付隊　　•第32普通科連隊 　•第１後方支援連隊
•第１施設大隊　 　　  •第１通信大隊　　•第１飛行隊　　　　•東部方面後方支援隊　  •東部方面システム通信群 　•東部方面航空隊
•第128地区警務隊     •第433会計隊　  •陸上総隊 

•中部航空方面隊　　  •中部航空警戒管制団　　•第１航空団 

◆自衛隊：：延べ約9700人 （陸上自衛隊）

（航空自衛隊）

◆消防（緊急消防援助隊）：延べ約7800人

復旧などにご協力いただいたボランティア、寄せられた義援金

救出救助活動にご支援いただいた警察・消防・自衛隊

 松原 大祐Daiichi-TV
アナウンサー

危機管理の柱は防災と防疫。
盛り土に厳しい条例を制定

幸せを創り出す経済政策
「フジノミクス」

しずおか型特別自治市で
新たな地方活躍時代へ

新春

令和4年の幕開けに当たり、今年の県政のビジョンや抱負などについて、
Daiichi-TVアナウンサーの松原大祐さんが聞きました。

富国有徳の「美しい“ふじのくに”」づくり
～東京時代から静岡時代へ～ 

知事インタビュー

静岡県知事　川勝 平太
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